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貴大学の相互評価結果について

標記に関し、平成１６年３月５日開催の評鐡員会および理事会において、相互評価の結

果、貴大学は本協会の大学基準に適合しているものと承麗されましたのでご通知いたしま

す。具体的な解価結果につきましては、同封の「札幌医科大学に対する相互評価結果」を

ご覧ください。鼠大学に対する寵定期間は、平成１６年４月１日より７年間（平成２３年３

月末まで）となります。大学基単適合麗定証と漣定マークについては別便にて送付いたし

ます。

また、今回、「勧告」あるいは問題点の指摘に関する「助言」の付せられた大学におか

れましては、「勧告ｊの趣旨に添った対応策を鱸じられるとともに、「助言」の趣旨も可

能な範囲で参酌され、その改善実施の概況に関して「改善報告書」をお取りまとめの上、

平成19年７月末日までに本協会会長宛にご提出いただくこととなっております-

なお、評価プロセスにおける各分科会での評価の状況をお示しするものとして、「参考

意見」並びに「評定一覧」も同封しておりますので、ご参考にしていただきたく存じます。

『

同封文書

１「札幌医科大学に対する相互評価結果」

２「札幌医科大学に対する参考意見」、「札幌医科大学に対する評定一覧（参考）」
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札幌医科大学に対する相互評価結果

Ｉ認定の可否

貴大学は２００３（平成１５）年度相互評価の結果、本協会の大学基準に適合していること

を認定する。

Ⅱ相互評価結果の概要

,､醗囎$
[、総評

１理念・目的・教育目標の達成への全学的な姿勢

鼠大学は、1950（昭和25）年設置の北海道立の医科大学として、医学部・保健医療

学部の２学部および医学研究科・保健医療学研究科の２研究科からなる医系総合大学

であり、「進取の糖神と自由闇達な気風」及び「地域医療への貢献と医学研究の両立」

という建学の糀神のもとで、公立大学として「地域における知の拠点」であることを

目指しつつ、その使命・目的に沿った運営がなされていると評価できる。

この使命・目的に基づいて、貴大学は教育・研究・診療というそれぞれの分野で公

立大学として期待される使命を果たし、地域に根ざした活動を積極的に展開している。

たとえば地域医療への貢献を意図した入学者選抜、附属病院と連撹した教育・研究体

制の整備、地方医療機関への協力、北方医療に焦点を絞った国際交流等は、貴大学の

特徴と独自性を示すものであり、今後の更なる発展を期待したい。

また、各学部、研究科においても、大学の使命・目的に沿った、適切な理念・目標

が明示されている｡

'1H1m1P）

２自己点検・評価の体制

地域医療への貢献と医学研究の両立を目指すという理念に沿って、早くから大学改

革の気概をもってその改善に取り組んでいる姿勢は評価できる。即ち、１９９１（平成３）

年に自己点検・評価活動を開始、１９９５年に全学の自己点検評価委員会を設圏、1996

年には第一次報告書を取りまとめている。しかし、その後は全学的な点検・評価活動

は概して活発とはいえず、今回の評価活動が本格的な自己点検・評価としては第２次

評価というべきものである。自己点検・評価の基本方針は明示されているので、その

具体化と実施を期待したい。

３長所の伸張と問題点の改善に向けての取り組み



賞大学が北海道立の公立大学としての理念・目標に基づいて、医学部及び保健医療

学部各々部局ごとの理念と目標を設定し、高い水単での目標達成に努力されているこ

とは、自己点検・評価報告書、ならびに実地視察における面談調査からも十分に推察

されるところである。貴大学の卒業生の北海道への定着率が８割に達し、地域医療に

大きく貢献していること、医師および看謹師、理学療法士、作業療法士の国家賦験に

関して、高い合格水単を維持していることなどは、貴大学の人材護成における努力の

成果といえよう。

他方、自己点検・評価報告書やその他の資料には、保健医療学部理学療法学科にお

ける収容定員に対する在籍学生数比率を是正することなど改善すべき課題があるこ

とも示唆されているので、以下の点に関する勧告と助言を踏まえた改善策を実施し、

－厨の改善に努められたい。

『

[２］勧告・助言

総評に提示した事項に関連して､特に改善を要する点や特蕊すべき点を以下に列挙する。

、勘

１

告

学生の受け入れについて

１）保健医療学部理学療法学科における収容定員に対する在籍学生数比率

が高いので、是正されたい。

二、助言

１大学・学部・大学院研究科等の理念・目的・教育目標について

①長所の指摘に関わるもの

なし

②問題点の指摘に関わるもの

なし

伸

２教育研究組織について

①長所の指摘に関わるもの

１）教員定数の増加が困難でありながら、医学･医療の高度化等に対応する

ために、既存の講座等の定員削減をして、講座（検査医学、地域医療総

合医学など)、研究部門（分子医学研究部門、分子機能解析部門)、高度

救命救急センターなどを新設してきた努力は評価できる。

２）がん研究所､教育研究機器センター､臨海医学研究所､動物実験施股部、

情報センターなどが学部･大学院の教育･研究と連携して有効に機能し

ていることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

２



なし

３大学・学部等の教育研究の内容・方法と条件整備について

（１）教育研究の内容等

①長所の指摘に関わるもの

１）保健医療学部では、臨床（地）実習も含め、各学年の方針を定めて、学

修主題別に一般教養科目、専門科目を区別し、体系的に配腫しているこ

とは評価できる。

２）保健医療学部では､チーム協働を目指し、保健医療総瞼を３学科合同で

開諭していることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

１）医学部では、一般教育の重要性をより明確化、具体化する必要がある。

２）助産師の教育については､専任教員の不足から免許取得させうるカリキ

ュラムが組めない状況にある。

'鰯､蝿）

（２）教育方法とその改善

①長所の指摘に関わるもの

１）保健医療学部では、カリキュラム委員会を股圃し、教員、学生へのアン

ケート調査を試行して教育効果を把握している。これらの鯛査結果をう

けて、オフイスアワーやアドバイザー制度など履修指導方法の工夫、シ

ラパスの充実、ＦＤへの取り組み、学生による授業評価の導入・活用な

どの体制を整えている点は評価できる。

２）保健医療学部では、国家試験合格率はほぼ100％であり専門職資格取得

は達成できている。

３）両学部では、就職先の７０％以上が北海道内であり、地域医療に貢献し

ていることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

１）医学部では､実習の期間が相対的に短いと思われるので、早期体験実習

による実習病院での指導内容､方法などがより具体化される必要がある。

２）医学部において､医学教育ワークショップや医学教育セミナーなどに未

受講者がいる点は改善が望まれる。

３）保健医療学部では､学生からの教育評価アンケート結果を効果的に活用

するには､個々の教員の教授方法の改善が麗要である。アンケート結果

の教員への伝達､指導､改善結果の把握について具体的方策を明記する

必要がある。

阿

（３）国内外における教育研究交流

３



①長所の指摘に関わるもの

１）両学部で海外の大学と語学研修（アルバータ大学)、医学部では、臨床

研修（カルガリー大学）を行い、単位互換、認定を行っている。語学研

修、海外臨床研修に対する学生の評価は良好であり、評価できる。

２）北海道の北方圏梢想にリンクして研究面で税極的に取り組んでいるこ

とは評価できる。

３）保健医療学部において､中国ジャムス大学へリハビリテーション部門の

立ち上げの支援､カイロ大看謹学部設立の支援などを行っていることは

評価できる。

４）国際交流部、国際医学交流センターを設置するなど、国際交流の拡大を

図っていることは評価できる。

５）保健医療学部では､私費外国人留学生の受け入れについての制度が整え

られている。また、ＪＩＣＡの研修を受け入れている。これらは評価で

きる。

②問題点の指摘に関わるもの

なし

鰊

４大学院研究科の教育･研究指導の内容・方法と条件整備について

（１）教育・研究指導の内容等

①長所の指摘に関わるもの

１）保健医療学研究科では､外国人教授を採用し、国際性豊かな教育となる

よう配慮され、成果を収めていることは評価できる。

２）保健医療学研究科では､修士の２専攻に共通する科目として、地域医療

へ貢献するという理念に基づく科目ならびに情報化や医療の最先端の

研究に対応させる科目が設けられていることは評価できる〆

②問題点の指摘に関わるもの

１）医学研究科では、社会人、外国人に対する教育的配慮がなされていない

ので、その改善の努力が望まれる。

鰊

（２）教育・研究指導方法の改善

①長所の指摘に関わるもの

１）保健医療学研究科では､教員へのアンケート調査がなされ､カリキュラ

ム、シラパス、研究指導体制について自己評価していることは推奨され

る。

②問題点の指摘に関わるもの

１）医学研究科では、院生による授業評価が行われる必要がある。

４



（３）国内外における教育研究交流

①長所の指摘に関わるもの

１）国際医学交流センターは宿泊施設を備え､来道した海外の研究者との交

流がなされ、教育･研究の向上や改善に努めるという目標が示されてい

ることは評価できる。

２）札幌医科大学学術振興会､札幌医科大学後援会を設置して学生の海外派

遣を支援していることは評価できる。

３）外国人教員の短期教育契約を推進し､外国人教員の受け入れを盛んにし

ている。更に、情報ネットワークを通じ、エア・セミナー形式で外国か

らの集中講義、共同セミナーを行っていることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

なし

'１９麺、

（４）学位授与・課程修了の認定

①長所の指摘に関わるもの

１）保健医療学研究科において、論文審査の公開、副指導員・副主査に学外

者の導入が行われていることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

なし

５学生の受け入れについて

①長所の指摘に関わるもの

１）医学部では、外部有識者との懇談会を２０００（平成１２）年９月以来２回

開催し、入試についての意見を聴取している点は評価できる。

２）医学部では、２００２（平成１４）年度より前期日程の２次学力試験に英語

のリスニングテストを導入し､国際化の方向を推進していることは評価

できる。

３）保健医療学研究科では社会人選抜を実施し､面接または口頭試問を行っ

て適性を判定していることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

１）特別研究生制度を取り入れているが、北海道の保健医療を指導､援助す

る立場の公立高等教育機関としては実績が少ない。

２）保健医療学研究科では､合格者が定員より少ない年度がある。志願者が

少ないことについて、その原因等が十分把握されているか疑問である。

自大学出身の進学者割合が看護学修士課程で低いことについて､原因を

雨

５



十分に把握し、改善することが望まれる。

６教育研究のための人的体制について

①長所の指摘に関わるもの

なし

②問題点の指摘に関わるもの

１）医学研究科では､研究支援職員の数が少なく、より適正な配霞が行われ

る必要がある。

２）保健医療学部の教員数が､その内容に較べてやや不足気味で、そのため

授業負担の過重などの問題が生じているようである。

３）保健医療学部では、専任教員一人当たりの授業時間に格差があり、これ

は文部科学省の視学調査でも指摘されている。しかし、是正の方向性は

見えていない｡専任教員一人あたりの授業時間数について実習担当も含

めて調査し、格諄是１Fの方策を検討する必要がある。実地視察では、外

国人教員を日本人教員に交代させ学部教育に参加できるようになって

いることが判明したが、今後、その結果を見定めたい。

ｒ

７大学院における研究活動と研究体制の整備について

（１）研究活動

①長所の指摘に関わるもの

１）医学研究科では､科学研究費等の学外研究資金鑓も年々増加しているこ

とは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

１）保健医療学部看趣学科の研究活動は低調である。改善が望まれる。

鰊

（２）研究体制の整備

①長所の指摘に関わるもの

１）医学研究科では、教員の研究費、研究旅費も安定的に確保されており、

評価できる。また、旅費については、「北方医学研究費」という特別の

海外研究制度を設けている。

②問題点の指摘に関わるもの

なし

８施設・設備等について

①長所の指摘に関わるもの

１）医学部では、一室１０名程度の自習室が22室確保されており、各種セミ



ナー、国家試験対策のための学習など､学生の自主的諸活動に有効に利

用されていることは評価できる。

２）医学研究科では､院生専用のスペースを設け､研究室として４室があり、

学部学生と共用の演習室もある。さらに、院生専用ロッカー及び論文審

査室などもある｡また､教育研究機器センターに大型･高額機器を備え共

同利用に供している。これらは評価できる。

３）情報センターの設置によりキャンパスのインテリジェント化に取り組

み、北海道における医療の拠点を目指していることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

なし

'鰯mmml
９図書館及び図書等の資料、学術情報について

①長所の指摘に関わるもの

１）特別開館（夜間及び土Ｐ日の職員不在時の開館）を実施し、全日２４時

までの利用が可能になり、これにより利用者が以前の４倍に激増したこ

とは評価できる。

２）ＯＡ化・ＩＴ化も進んでおり、国内で初めて開発した連動システムによ

り情報検索から文献申込みまで自動的に処理できる最新のシステムが

整備されていることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

なし

１０社会貢献について

①長所の指摘に関わるもの

１）卒業生の道内への医師派遣は８０％にも達し、この面でも地域医療に貢

献している。また、へき地病院等への医師派遣にも協力していることは

評価できる。

２）２００１（平成13）年１１月に公立大学における最初のバイオ・ベンチャー

企業として､本学教員による遺伝子関係のベンチャー企業が設立された

ことは、社会貢献の一環として評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

なし

殉

１１学生生活への配慮について

①長所の指摘に関わるもの

１）学生部は､学生部長以外に教員３名が部員となっており、また学生担当

７



教員制度も採用され、学生指導に当たっていることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

１）定期健康診断の受診率が、医学研究科ではわずかに8.7％、保健医療学

研究科でも４１．６％と半数を割っており、改善が望まれる。

１２管理運営について

①長所の指摘に関わるもの

１）大学全体の管理・運営は、評蟻会・大学（拡大）三役会議・学長室会蟻

などを通じて適切になされており、学長の選考が､専任教員による選挙

を通じて適切になされていることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

１）両学部とも教授会は専任教授をもって構成しているが､学部運営にあた

っては､助教授以下の教員の意見のくみ上げや､決定事項等の周知等に

ついても考慮することが望まれる.

『

１３事務組織について

①長所の指摘に関わるもの

なし

②問題点の指摘に関わるもの

１）公立大学特有の問題として、職員が「様々な部署から大学事務局に転入

してきて、比較的短い期間で自治体の他の部署に転出する」という人事

ローテーションが一般的であり､専門的知識を有する職員が育ちにくい

システムとなっている。

鰊
１４自己点検・評価等について

①長所の指摘に関わるもの

なし

②問題点の指摘に関わるもの

１）自己評価活動は､比較的早い1991（平成３）年から動き出しているが、

本格的に自已点検評価委員会を設腫したのは1995年であり、1996年に

第１次の報告書がとりまとめられている。しかし、その後は全学的な活

動は行われず､今回の評価活動で再開された状況にある。基本方針は明

示されているのでその具体化と実現は今後の課題であろう。

１５情報センターについて

①長所の指摘に関わるもの

１）早くから情報センターの必要性を潔識し、現在教職員、研究生、卒業
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生､学生にＩＤカード及びメールアカウントを発行し、ＩＴ化時代に対

応して24時間情報センター機器の利用できる管理体勢を整えている。

そして、教育支援、研究支援、地域医療支援、エア・セミナーの技術協

力を行っていることは評価できる。

②問題点の指摘に関わるもの

情報網の発達による個人セキュリティに対する寵識の希薄さ､ウイルス

感染などサービス増加に伴っての倫理面､セキュリティ面での問題が山

積しており、これらに対する教育ならびに対策が重要である。

l）

以上
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札幌医科大学に対する参考意見

相互評価の過程のなかで、分科会の主査報告書に、以下のような意見も含まれていた。

参考までに列記する。

ｌ大学・学部・大学院研究科等の理念・目的・教育目標について

・保健医療学研究科の理学療法学・作業療法学専攻博士課程において、前期と後期

の区別が必ずしも明確とはいえない。さらに、入学時に看護師、理学療法±、作

業療法士の免許取得者であることを絶対条件としていないことと教育目標に掲げ

られた人材育成との関係が説明されていない。

２教育研究組織について

・保健医療学研究科看護学専攻博士課程及び助産婦専攻科の設置に関する検討が停

滞状態にあるとのことであるが、「現実的な検討」を期待したい。

３大学・学部等の教育研究の内容・方法と条件整備について

・大学での看護学教育として総合看謹の教育としての視点から、３年次編入学の履

修指導方針および助産師の免許取得可能なカリキュラム編成について、その必要

性も含めて見直す必要がある。

～アルパータ大学における語学研修の単位認定制度があるが、シラパスに記載され

ておらず、学生に十分認知されていなかったようである。しかし、その後、点検

されており、改善が期待できる。

・保健医療学部では、厳密な成績評価に不可欠な、科目ごとの「到達レベルと成織

の基準」がシラパスに明記されていないので、改善が望まれる。

・看麺学実習のシラパスの示し方を工夫する必要がある。学習活動を学生にわかり

やすく示すには、識義・演習とは異なった方法が必要であろう。

・保健医療学部看遡学科の臨床実習教育において、臨床側の指導看護職との協働の

形態をとっている。協働体制、指導様態等において努力はしているものの、円滑

性、協力性に問題が残されていると思われる。

４大学院研究科の教育･研究指導の内容・方法と条件整備について

・医学研究科では、基礎医学科目と臨床医学科目は選択必修制となっている。従来

の基礎医学と臨床医学の概念を捨てて､研究内容を意識した再編を２００１（平成13）

年度より実施している。ただし、院生は主科目に所属する専攻領域を３科目、領

域以外の副科目を２科目選択することになっているが、それは個人の希望により、

科目も期間も決められているので、本カリキュラムの主旨が活かされているかど

うか点検・評価する必要がある。

、医学研究科では、学位論文の審査の透明性と客観性を一層高められることが望ま

れる。

伊
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・保健医療学研究科では、学位論文を審査制度のある学術雑誌へ投稿することを推

奨（博士前期)・義務（博士後期）としていることは評価できる。

・保健医療学研究科では課程博士の審査においては、論文が審査のある学術雑誌に

掲職受理されることを求めていない。改善が望まれる。

５学生の受け入れについて

・医学部では､推薦選抜対象者は､道内学校長の推薦を受けた者に限り行っており、

理念・目的に適っていることは評価できる。

・医学部で、面接の導入等によって、教職員の負担の増大が問題になっているが、

適切な対応が望まれる。

・医学研究科分子・器官制御医学専攻の収容定員における在籍学生数比率が高い一

方、地域医療人間総合医学専攻及び情報伝達制御医学専攻はいずれも定員割れで

ある。また、保健医療学研究科看護学専攻（修士）・理学療法学・作業療法学専攻

（博士前期）はいずれも定員割れである。それぞれについて、原因の検討と対応

が望まれる。

・質問事項への回答と実地視察から､周辺の看硬職に対してニーズ調査を行い､又、

専門看趣師育成に向けてカリキュラム改正の準備をしていることが判明した。今

後、その結果を見定めたい。

・推薦入学者の入学後の成績追跡などが必要であろう。

・保健医療学部では、入学定員が理学療法学科、作業療法学科で各々２０名であり、

社会貢献を重要視する公立大学としては少ないのではないかと考えられる。

・医学部、医学研究科では、外国人留学生の受け入れが少ないので、改善が望まれ

る。

６教育研究のための人的体制について

・両学部において、教授選考等における選考基準の明確化が今後の課題であろう。

とくに、採用・昇格の際の教育業縦の評価基準および臨床における診療活動の評

価基準等の明文化が望まれる。

・保健医療学部において、遠隔地の実習指導体制の工夫が始められていることは評

価できる。

・保健医療学部において、研究補助員はいるが、実験・演習・実習の多いカリキュ

ラムでもあるので、予算措置が行われ始めたＴＡの成果を見定めたい。

・非常勤講師数と時間数が看護学科では他学科に比較して多いのは、「看趣師課程

と保健師課程の二つの専門課程を運用している」と報告しているが、それだけで

は分かりにくい。また、非常勤講師の資質改善のためのＦＤ活動についての報告

もない。

・保健医療学部看趣学科において､､看甑介入に関する実践的研究をしている教員は

少ない。一方、看遡教育に関する研究が多い。理念との関係で、検討が必要であ
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ろう。

７研究活動と研究体制の整備について

・業績評価については、数やインパクトファクターのみからの評価となっており、

当該専門領域にふさわしい評価の視点を明確にする必要があろう。

・学外活動に時間をとりすぎている教員がいる。しかし、教育を第一義的に考え、

教育の充実と専門性の質を高めるための研究であり、それを社会に還元するとい

う意味において社会活動を行うという基本的考えが示された。それによる指導の

成果を見定めたい。

・保健医療学研究科では、理念・目的との関係でみると、国際性については研究活

動の評価は点検・評価されているが、その他の目的からは十分点検・評価されて

いるとはいえない。

・保健医療学研究科において、附属病院での研究活動が十分に行われるよう、連携

することが望まれる。

８施設・設備等について

・体育館が医学部･保健医療学部の共用のため、手狭であるので､改善が望まれる。

・保健医療学研究科では、専門領域によっては実験室の不足が教育研究にとって致

命的となる。当研究科における研究内容の動向を検討し、必要な実験室の確保・

整備に努めることが望まれる。

・保健医療学部における施設のパリアフリー化の推進が望まれる。

・動物実験施設、附属がん研究所の老朽化の改善が望まれる。

９社会貢献について

・へき地病院等への地域医療支援センターからの医師派遣について、公平性と透明

性に留意することが求められる。

１０学生生活への配慮について

・セクシュアル・ハラスメントに対する相談窓口として１０名の教員を任命している

が、現在までのところ、相談実績はないとのことである。相談実績がないという

ことが、単に問題が潜在化しているに過ぎないということはないかどうかを検討

することが望まれる。なお、ハラスメントは単に性的なものにとどまらず、アカ

デミック・ハラスメントにも留意することが望ましい。

１１管理運営について

・運営諮問会議の設置が検討課題となっているが、その適切な展開を期待したい。

・助教授以下の教員の大学・学部運営への参加の方策を検討する必要があるのでは

なかろうか。

１２事務組織について

・病院長についている事務職の役割・位置づけなどが、必ずしも明確ではないよう

に見受けられるので、明確にすることが望まれる。

鰊
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守

自己点検・評価等について

・自己点検・評価活動を、一過性のものとしないために、今回の活動を契機に、本

協会の指摘事項をふまえて、絶えざる改善の努力がなされることが期待される。

附属病院

・大学病院を医学部附属から大学附属として構造改革し、理学療法･作業療法につい

ては連携を保障する部門を立ち上げた。しかし、看護学領域については難しい問

題があり、これまでの協力関係を保つレベルにとどまっているので、改善が望ま

れる。

・附属病院が機構上医学部附属であるため、保健医療学部の臨床教育上問題をはら

んでいるようであり、大学附属病院化が検討課題であろう。この点は実地視察で

確認されたが、適切な実施を期待したい。

・チーム医療の実現の視点から病院の改革が行われていることは評価できる。しか

し、もっとも大きな部分を占める看護部門については解決されるべき問題が残さ

１３

１４
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れていると思われるので、これについても改善が期待される。

以上
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